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―みんなの健康を後押しする健康入浴推進事業への取り組み―



みんなの健康を後押しする
健康入浴推進事業に取り組みましょう

――公衆浴場経営に携わるみなさまへ――

ほとんどの家庭に内風呂がある今の日本で、銭湯の存在意義とはなんでしょう。

銭湯の未来はどこにあるのでしょうか。

その答えのひとつが「健康入浴推進事業」です。

平成 16 年 4月、「公衆浴場の確保のための特別措置に関する法律」が改正

されたのを受けて、全国各地でさまざまな健康入浴推進事業が実施されていま

す。その中核となるのが、地域住民の健康増進・福祉の向上を目指し、銭湯を

会場として開催される多彩なイベントの数々です。

しかし、このような試みは、一軒一軒の銭湯の協力なしにはできません。ぜひ、

みなさんもご一緒に健康入浴推進事業に取り組みましょう。そのためには、より

公益的、継続的に展開できるようになることが課題になるでしょう。そして、健康

入浴推進事業を地域社会に根づかせましょう。

そこからきっと、新しい銭湯の姿が見えてきます。


